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シンポジウムに参加される皆さんへのお願い

ＮＰＯ法人セカンドチャンス１理事長津富宏

この大会に参加された方が、気持ちよく過ごせるよう、以下のお願いを申しあげます。

１会場は、研究事業としてお借りしています。

今回のシンポジウムは、セカンドチャンス１を研究実践として行ってきた、日本学術振興会平成
21-23年度科学研究費補助金『犯罪者（特に、少年犯罪者）の社会復帰に関する理論的検討とアクショ
ンリサーチ』（基盤研究Ｂ課題番号21330133）の-一環として行われるもので、その趣旨で、立教大学か
ら会場をお借りしています。

民間の一団体に、立教大学が会場を使用させることはありません。会場校のルールに則って、会場を
お借りしていますので、報道等に当たっては、その旨にご配慮いただけますようお願い申し上げます。

２ 撮影と録音は、原則としてできません。

例外として、撮影や録音ができるのは、以下の人に限られます。

・主催者側のスタッフ

＊スタッフは、名札を首からかけています

・イベント主催者の許可を得た報道関係者

＊報道関係者は、腕章をしています

・その他、セッションや分科会の責任者が許可した人

３プライバシーを守ってほしいと言われた方の名前や発言内容は守ってください

この会場には、プライバシーを守ってもらいたいという気持ちを持っている方がたくさんおいで

になります。そうした方々 が、名前や発言内容を伏せてほしいという場合は、会場を離れた後も、

その意思を尊重してください。

４セッションや分科会の責任者のルール設定に従ってください。

セッションや分科会の責任者が、いろいろなルールを設定させていただくと思います。ぜひ、そ
れに従ってください。その場でのお願いには次のようなものがあると思います。

たとえば

．より多くの方の発言をいただけるよう、一部の方の発言が長引かないようにすること

・話に出た内容を、分科会の外に持ち出さないようにすること

・写真撮影をされてもよい方とされたくない方に、別れて座っていただくこと

・報道関係者の取材をお断りすること

などです。ほかにも、その場の責任者の判断でお願いすることがあるかと思いますがよろしくお願

いいたします。

ほかにも､その場で､いろいろとお願いすることがあると思いますが、ご了解をお願い申し上げます。

､謡単記L岳



ご挨拶

ＮＰＯ法人セカンドチャンス１代表津富宏

「セカンドチャンス１設立記念イベントー少年院からの社会復帰と、当事者支援の可能性一」にお

いでいただき、まことにありがとうございます。

「セカンドチャンス！」は、少年院出院者による、出院者のためのサポートネットワークです。

これまで、当事者中心の支援には、女性運動寸公民権運動、障害者運動、いわゆる同性愛者の運動

（現在は、ＬＧＢＴと呼ばれる人々の運動）など、さまざまな先駆があります。最近では、精神障害者

の活動、薬物やアルコールの依存症者の活動、社会的養護の当事者の活動、トラウマを背負った当事

者の活動など、いわゆる回復者による当事者活動が展開されるようになってきました。

このような当事者とするいずれの活動も、自らの抱える問題の相互支援から出発し、その問題への

社会的認知を高め､｢○○であること｣の社会的な意味を変えることに取り組んできたように思います。

私は少年院の教官を２０年近く勤めましたが、ふと考えると、少年院の出院者に対する支援は、出

院者であることを本人の人生から消し去ることによって成り立ってきたように思います。つまり、「新

たな自分になること」を目指していたわけです。少年事件については法律的にもそのような取り扱い

がなされてきましたし、私ども少年院の教官もまた、過去と訣別し、新たな人生を切り開くように指

導してきたように思います。

しかし、女性運動の当事者が「女性であること」を捨てることがなく、公民権運動の当事者が「黒

人であること」を捨てることがないように、当事者運動とは、「そのような自分であること」を受け入

れること､つまり、「○○であること」を、自分の一部として受け入れることから始まります。これは、

ダルクにおける再出発が、自分が薬物依存症であるということの受け入れから始まることともよく似

ています。そう、当事者による支援とは、「等身大の自分であること」を起点とし、そのありのままの

自分の生きる姿を、後輩へと語り継ぐことなのかもしれません。

「○○である」人間しか、当事者としての正統性のある支援を行う資格はありません。それは、当

事者としての経験が、そのあとに続く当事者の道しるべとなるからです。「少年院からの社会復帰」と

いう悪路を、どのように歩んできたかを語ることができるのは、当事者だけです。しかしながら、ま

さに、「○○である」ことをもって社会的なまなざしを背負うわけですから、当事者による支援の歴史

は、どのような領域にあっても、苦難の歴史となります。

少年院出院者の当事者活動である、「セカンドチャンス！」は、メンバーが自ら「少年院出院者であ

ること」を受け入れ、この社会にいる「少年院出院者である」仲間に呼び掛けていく活動です。「少年

院出院者であること」を受け入れることは、決して容易なことではありません。それは、それを受け

入れたところで、社会のまなざしが変わるようなものでないからです。いや、むしろ、社会のまなざ

しは厳しくなるかもしれません。しかしながら、当事者でしか分からない苦労を分かち合い、つなが

りあうためには、「ここに『少年院出院者である』私がいるよ」と最初に声を上げる誰かが必要です。

それが、「セカンドチャンス！」なのです。

本シンポジウムは、このように産声をあげた、「セカンドチャンス！」が、さらなる成長を遂げるた

めに、多くの皆様にその存在と考え方を知っていただくと同時に、今後のありようについてさまざま

に議論をしていただくために開催いたします。二日間の会期を通じて、貴重なご意見をたまわれます

よう、よろしくお願い申し上げます。
、
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ご挨拶

ＮＰＯ法人セカンドチャンス１副代表才門辰史

はじめまして、「セカンドチャンス！」副代表の才門辰史です。自分は浪速少年院出院者です。こ

の度は「セカンドチャンス！」の設立記念シンポジウムに来てくださりありがとうございます。

自分は約１０年前、少年院を出院しました。その時のことを今でも鮮明に覚えています。本気で人

生やり直したいと思って少年院を出院したけど、孤独で、一人ぼっちで、むしろ犯罪を犯した自分な

んてこの世にいない方がいいんだと思っていました。過去は消せないし、消したつもりでやり直そう

とすればするほど、どんどん孤独になっていきました。もちろん自分が悪いので、こんなこと誰にも

言えません｡そんな自分のことを分かってくれるのは､やっぱり元いた所で､今更やり直せないんだ、

元に戻るしかないんだと…。そんな不安定な期間が２年くらい続いたと思います。

自分の場合、失敗を繰り返しながらも出会いに恵まれ、救われ、何とかかんとか、ギリギリ社会人

としてやってくることが出来ました。自分の力だけでは何一つ乗り越えられませんでした。そして、

津富先生と出会いました。

津富先生と話し合って、「セカンドチャンス！」を立ち上げました。「セカンドチャンス！」を通し

て、スウェーデンのクリスも見学しに行きました。クリスは、スウェーデンの刑務所を出て来た人々

が、自らの仲間を支援する組織です。クリス創設者であるクリスター・カールソンさんは、刑務所出

所後の生きづらさを自らの経験を通して出所者の支援組織としてクリスを立ち上げたとのことです。

「自分にも出来ることがあるんじゃないか？｣、自らが立ち上がるということを教わりました。カール

ソンさんをこのシンポジウムにお招きすることができました。カールソンさんのお話が明日（１６日）

にあります。自分は本気で聞こうと思っています。

また、「セカンドチャンス！」を通して、川寄竜希さんと出会いました。実はだいぶ前に一度、ボク

シングをやっていた時期の川寄さんを深夜番組の特集で見たことがありました。その頃の自分は、ま

だ悪いこともしていましたが、その深夜番組のことが印象に残っていました。こんな形で会えるとは

夢にも思っていませんでした。初めて会った時、川寄さんはニカッと笑いかけてくれました。そして

川寄さんの話に吸い込まれるように聞き入ってました。別れ際、握手にハグ、本当に飾らないあった

かい人でした。それからというもの、どんどんどんどん出会いがつながっていきました。川寄さんも

このシンポジウムに来てくださっています。川寄さんのお話は今日（１５日）あります。皆さん楽しみ

にしていてください。

「セカンドチャンス！」は、出会うこと、つながることであり、そのような中で形作られる居場所

を大切にしていきたいと思います。自分にとって「セカンドチャンス！」がそうであったように、「セ

カンドチャンス！」が社会復帰を目指し、少年院を出院してくる若者にとっての、大切な出会いの場

となりますように。そして大切な居場所になりますように。「セカンドチャンス！」は、全国の少年院

での講話活動、各地域での居場所作りを目指しています。

嶺輪霊理
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《基調講演1》

講演者シヤツド・マルナ(ShaddMaruna)氏
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クイーンズ大学ベルファスト校教授。犯罪者の立ち直りに関する専門家。

リヴァプールの犯罪者をインタビューし、立ち直った犯罪者と犯罪を続け

ている犯罪者の違いを描きだした好著､MakingＧｏｏｄでアメリカ犯罪学会

賞を受賞。
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《基調講演2》

講演者クリステル。カールソン(CMsterKarlsson)氏
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《メインセッション１》「当事者が語ることの意味:自分の当事者から社会の当事者へ」

ゲスト川寄竜希氏
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KRIS理事長。３０年の服役を終え、三人の仲間とともに、出所者による支

援組織ＫRISを立ち上げた。ＫRISは、現在、スウェーデンに２９の支部、

5500人の会員を有する。

講演者とゲストのご紹介
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プロフィール

元暴力団員で元プロボクサー。十代で二度の少年院を経験。少年院出

院後、ボクシング、恋人、家族の支えにより立ち直る。現在は飲食店

で働く傍ら、格闘技ジムで指導をしている。また、少年院での講演活

動も菰極的に行っている。唾



2011年１月１６日(日）

日程

]１１年１月ｌｂ上

ｂ

※懇親会会場である太刀川記念館は、本イベント会場である１４号館を出て、学院北門へ向かう通

りの左側にございます(１４号館から徒歩１分)。

2011年１月１５日(土）

１
１
Ｉ

少マ

１２：１５－ 受付

１３：００‐１３：４５

(４５分）

オープニングセッション

201教室

１３：４５－１５：１５

(90分）

基調講演１

シャッド・マルナ(ShaddMaruna)氏

201教室

１５：１５‐１５：３０

(１５分）
休憩

１５：３０‐１７：４５

(135分）

メインセッション１

｢当事者が語ることの意味：自分の当事者から社会の当事者へ」

ゲスト川寄竜希氏

201教室

１８：００‐
懇親会※

太刀川記念館３階多目的ホール

８：３０－ 受付

９：００－１０：３０

(９０分）

基調講演２

クリステル・カールソン(ChristerKarlsson)氏

201教室

１０：３０‐１０：４５ 休憩

１０：４５‐１２：１５

(90分）

メインセッション２

｢社会の理解をどのように深めるか」

201教室

１２：１５‐１３：１５ お昼休憩

１３：１５‐１５：００

(105分）

分科会１

301教室

分科会２

401教室

分科会３

501教室

分科会４

601教室

分科会５

602教室

分科会６

603教室

１５：００‐１５：１５

(１５分）
休憩

１５：１５‐１６：００

(45分）

クロージングセッション

201教室
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津富宏（「セカンドチャンス！」代表）

才門辰史（「セカンドチャンス！」副代表）

「セカンドチャンス！」が、なぜ、どのように誕生したのかを、その立ち上げにかかわった代表の津
富と、副代表の才門がその経緯を振り返りながら紹介する。そして、このシンポジウムに、どんな期待

をしているかを述べて、オープニングとする。
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進行役八田次郎氏

パネリスト春野すみれ（「非行」と向き合う全国ネット）

片山徒有(被害者と司法を考える会）

佐々木央(共同通信社）

海老沢真(NHK）

吉永拓哉(サンパウロ新聞社）

少年矯正職員更生保護職員

「セカンドチャンス！」は、従来の考え方を一新した、極めて先進的な取り組みである。この活動は
出院する少年の支えとなり、希望となると思われるが、そのためには少年司法．行政関係者はもちろん
のこと、社会の理解を得ることが不可欠である。社会の理解を得るためにはどうするか、必要な活動に
ついて検討する。

津富宏（「セカンドチャンス！」代表）

才門辰史（「セカンドチャンス！」副代表）

各分科会における議論を受けて、「セカンドチャンス！」についての、さまざまな議論を集約し、代
表の津富と、副代表の才門から、今後の「セカンドチャンス！」についての思いと期待を述べて、クロ
ージングとする。

、
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分 科 会

企画者才門辰史

この分科会は、当事者中心の分科会で、担当は浪速少年院出身の才門です。「セカンドチャンス！」

は出院者の社会人による出院者のためのサポートネットワークとして活動をはじめました。「少年院を

出院した先輩が少年院を出院してきた若者と関わる。そのことにより、その若者にとっても具体的なモ

デルにもなるし、またそういう人間は輝ける。オレたちにも出来ることがあるんだ」と。

この分科会は、薬物依存性自助グループや若者自立塾、ギャンブル依存性自助グループなど、さまざ

まなジャンルの当事者スタッフなどの方達に集まってもらい、「セカンドチャンス！」の仲間メンバー

を加えて、意見交換、交流を深められれば、と思います。みんなで輪になり（人数によりますが)、自

己紹介の後、なぜ、経験者としてこういう活動や働きを始めたか、そして思いや、これからの目標や夢

を語り合えたらと思います。

自らが立ち上がる。そして何よりこの場が出会える、つながれる場となりますように。

#……:参…………詮…錫…診…:~､灸~w:篇…:，
分科会２「少年はいつ立
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企画者杉浦ひとみ

非行を犯した少年に貼られるレッテルは重い。ちょっとやそっと「がんばろう」と決心しても、すぐ

につまずいてしまう。どうせ駄目だと、投げそうになってしまう。でも、生まれて来て、物心がついて

からでも１０数年しかたっていない成長途中の少年が、自分の生き方にクサリ、人生にあきらめを持つ

のはあまりにも早すぎる。“必ず、自分らしい人生があるはず”自分で納得して、自分をコントロール

して歩き始めるきっかけは、どうやって見つけたらいいのだろうか。

１日

企画者八田次郎片山徒有

．パネリスト市川真由美(愛光女子学園）大熊直人(赤城少年院）

大山一誠(会社員）片山徒有(被害者と司法を考える会）

現在まで当事者は少年院おいて講演、行事への参加等の活動をしてきたが、少年院の処遇にとってど

のような意味があったのか､在院生の反響を含めて確認し、さらに､今後どのような活動が望まれるか、

処遇への効果的な関わり方について検討する。



溌
者小長井賀興

淳雄(保護観察官）

企画者山下慶和

津富宏

「自分一人でいい」－－。生きるためにそれでいいのか？自分だけで生きていけるのか？再犯を防ぐ
ためには、人と人とのつながりが欠かせない。だが、前科を明らかにして生きれば社会からは容易には
受け入れてもらえず、前科を隠して生きればストレスが諺積していく。出所者にとって、裸になって話
せる場所、拠り所となる場所が必要なのである。そこで、２４時間いつでも当事者同士が集まれる、自立
支援ホームの開所を目指している。当事者だからできること、当事者にしかわからないことがある。少
年院出院者によるサポートグループ「セカンドチャンス！」のように、出所者が出所者を支える場をつ
くりたい。

今-2、

i=繍常

分科会４「当事者組織と多機関・団体連携」

聯
》

’
〃

後金員桑￥ご写窪”謬録会食会会:会合人員全員:含琴:富:零房:::言ご叉:ご￥琴診〃・季え毒冒:盲高率六:e具こ二等員:人穴入:ﾑﾝ.六蕊華久公負ジﾝﾉ¥”塗員：
企画者小長井賀興

パネリスト安田光一(協力雇用主）小林淳雄(保護観察官）

当事者団体が地域の関係機関・団体といい連携ができれば、より広いフィールドで力強い活動を展開
できる。連携相手の組織も当事者団体の協力を得て、活動に深みが加わる。こうしL、それぞれの強み
を生かして相互に補完し合うネットワークができ、地域も元気になる。そんなWin-Winの関係が日本で
も実現できないか、「セカンドチャンス！」の当事者、先輩当事者である協力雇用主、少年院出院者等
のための就労支援センターでパートナーシップ形成に努めた保護観察官をパネリストに迎え、可能性と
課題を話し合う。フロアからの活発な発言も期待したい。

；彰…み…≦…《う種;葵青諺哨営i雪…念‘噛畠畠:萱ジご郷挫岬蜘蝿議……胃…余震…‘ Iｆ〈l′分科会５「少年院・・・家族の思いや不安を語り合う」ｙ《､．

《《

$I； Ｘ，

‘食 時間１３:15-15:0伽

会場‘０２教室《
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企画者春野すみれ

助言者三宅仁志（保護観察官）

この分科会は、わが子や家族が少年院に入っている方、入っていた方、また、子どもの今後を心配さ
れている方々を中心に進めます。少年院についての期待や不安、親や家族は何ができるか、出院後には
どのような支援が必要なのか、などを一緒に学び合い、語り合いましょう。ゲストは保護観察官の三宅
仁士さん。他に、「セカンドチャンス！」当事者メンバーからは、中村すえこさんなど。息子さんの２
度の少年院入院を経験した母親えむさんからは、当時の気持ちやどのように嵐の時を乗り越えてきたか
を、率直にお話いただきます。誰でも参加できます。プライバシーは守り合いましょう。
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一一人生が変わった

少年院出院者たち－－
人生が変わった少年院出院者たち
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セカンドチャンス１は、少年院

出院者が少年院出院者の社会

復帰を支えるＮＰ○法人です。
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定価１５７５円(本体1500円）

えがきに代えて林和治（法務省矯正研嬢所長

第１章

zカンドチャンス１の始まり

第２章…８人の出院者の手記

日院生が語る、これまでの道、これからの夢

.乗り越えて大山一誠

･非行から少年院、そして今辻貴史

･私、少年院出院者です。中村すえこ

.出会いの大切さ、その日のために長田淳史

・少年院卒元ヤンブラジル新聞記者の人生吉永拓哉

・少年院卒の私が、大学生になるまでにしたことゆか

・人を生かす言葉野田詠氏

・人生は何度でもやり直せる才門辰史

少年院出院者による座談会「私たちがやりたいこと」

第３章…７人の各立場のサポーターの手記

zカンドチャンス！に願うこと

小長井賀興／相潔仁／春野すみれ／杉浦ひとみ／

片山徒有／八田次郎

第４章･･･海外の先進例に学ぶ

アメリカ視察報告／北欧視察報告
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わたしたちの活動を応援していただけませんか？

セカンドチャンス１の活動は、私たちメンバーの会費によって運営しています。

交流会のために公共施設を借りる費用、文房具代、リーフレットなどの印刷費用、交通費などが

必要なのですが、全国組織であることもあり、はっきりいって不足していますα

そこで、セカンドチャンス１の活動に、ご興味やご賛同をいただき、応援してくださる皆様から

の寄付金を募っています。

*立ち上げに当たっては、日本学術振興会科学研究費補助金をいただきましたが、平成２３年度で終了する予定

です。

●寄付金のお振込先●(1,000円より）

金融機関名：三菱東京UFJ銀行

支店：静岡支店（店番号363）

預金種類：普通

口座番号：ＯＯ９５２３９

口座名義：特定非営利活動法人セカンドチャンス理事津冨宏

口座名義（カナ）：トクテイヒエイリカツドウホウジンセカンドチャンスリジツトミヒロシ

振込み用紙の通信欄に、下記をご記入ください。

・お名前

・郵便番号

．ご住所

・メールアドレス

・所属団体(あれば）

・セカンドチャンス１へのメッセージなど

私たちの活動を支えてくださる皆様からのご支援を心よりお待ちしています。

特定非営利活動法人セカンドチャンス！

､

一同



｢セカンドチャンス！」へのお誘い

少年院出院者の社会人の皆さんへ

《少年院出院者を救えるのは、少年院出院者だけ》

非行をしてきた経験､そして何よりも､非行を断った皆さんの経験が､後輩に役立ちます｡後輩には、

同じ経験をした先輩の皆さんの言葉だけがまつすぐに響くのです。

「セカンドチャンス！」は、各地で交流会を開いたり、少年院での講演や行事をさせていただきなが

ら、後輩に「やり直せるんだ」というメッセージを伝えています。

ぜひ、私たちの仲間に加わってください。私たちは、全国のどこに後輩が出院しても、そこに「セカ

ンドチャンス！」の仲間が待っているようにしたいと考えています。

少年院を出院したばかりの皆さんへ

出院後の生活は、思うようになっていますか。

少年院を出るときは、がんばろうと思ったのに・・・こんなはずじやないなんてことはありませんか。

焦ったり、困ったりしていませんか。相談相手はいますか。

そんなとき、「セカンドチャンス！」に連絡をとってください。

そこには、少年院を出院したって、「ちゃんとやれる！」ということを証明した仲間（先輩たち）が

います。

みんな、一緒に頑張ろう。僕たちはやり直せるんだから。

少年院に入ったことのない皆さんへ

「セカンドチャンス！」は、当事者中心の団体です。その圧倒的なエネルギーと、本質的な力に支え

られて今日があります。非当事者のできることは、なんでしょうか。

一言で言えば、非当事者ができるのは、当事者の活動が、より活発になっていくための支援です。

具体的には、当事者と社会のつなぎ役となり、当事者の思いが正しく発信されるようにチャンネル（拡

声器）としての役割を果たしたり、少年院や保護観察所を通じて、当事者の活動の場を広げたり、ある

いは、自分の知っている当事者を「セカンドチャンス！」につなげたりすることができます。

当事者に、力を貸してくださる非当事者の方、お声をおかけください。


